
［ 別 紙 ２ ］ 

 

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

申請者氏名 

 

本論文は、中国東北地方の重要樹種であるヤチダモ(Fraxinus mandshurica)を対象として、9 つ

の核マイクロサテライト遺伝子座を用いた集団遺伝学的研究により、その遺伝的多様性の実態把

握と保全への提言を行ったもので、5 章からなる。 

第 1 章では、中国東北地方（以下中国）の森林の現状、森林管理における遺伝的情報の重要性

ならびに対象樹種の種特性について記述した。第 2 章では、森林樹木における遺伝的多様性研究

をレビューし、中国における研究の必要性を示した。 

第 3 章では、集団の遺伝的多様性解析に基づき、中国および日本における系統地理学的構造を

明らかにした。まず、中国の広域にわたる研究から、現存の成木集団の遺伝的多様性は十分高く

維持されていること、また、集団間の遺伝的分化の程度は低く、1 集団を除き全域において明確

な遺伝構造は認められないことを明らかにした。一方、集団内の対立遺伝子多様度およびヘテロ

接合度の期待値には、経度と有意な負の相関が認められたが、これは、完新世中期における、本

種を含む森林帯の北進に伴って形成されたものと考えられた。これらの結果は、これまで十分な

集団間の遺伝子流動が起こってきたこと、また最終氷期時のレフュージアが、複数の小さな集団

からなるものでなく、比較的広域に及ぶ単一のものであったことを示している。例外的に、最北

に位置する 1 集団は、他集団から遺伝的に大きく離れており、独自の保全が必要と指摘された。 

次いで、日本のヤチダモ（F. mandshurica var. japonica）について、分布域を網羅する研究を行

った。その結果、北海道と下北半島の集団を含む北方クラスターとそれより南の本州クラスター

の二つが抽出された。中国と日本の集団を合わせた解析の結果、両者は明確に区別され、長期間

の地理的隔離が遺伝的分化を導いたことが示された。一方、日本のヤチダモ集団の遺伝的多様性

は、中国集団に比べて有意に高かった。このことは、分布の端の集団は、中心集団に比べて遺伝

的多様性が低いという一般仮説に反する。これは、日本における本種の分布における複雑な歴史

を反映したものと考えられた。 

第 4 章では、中国の一地域において、ランドスケープレベルの遺伝的多様性について、河畔域

と山地の集団の比較および人為的影響の強い景観での更新や施業の影響の検討を行った。まず、

河畔域と山地の集団の比較から、前者では集団間の分化の程度は低く、集団内遺伝構造が見られ

ないこと、後者では集団間の分化の程度が大きく、明瞭な遺伝構造が認められることを明らかに

した。これらは、比較的狭いランドスケープ内でも、種子の散布様式や遺伝子流動パターンの違

いに起因して、異なる遺伝構造が形成されることを示している。 

次いで、強度の人為的景観改変を受けた地域において、グイマツ（Lalix gmelinii）植林地と開

けた農地に天然更新した若齢木集団、天然林および林内に更新した実生集団の遺伝的多様性を調

べた。若齢木集団では周囲の成木集団と同程度の高い値に保たれており、いずれも集団内の空間

的遺伝構造は認められなかった。また、若齢木集団、成木集団共に、間伐による遺伝構造の変化

は認められなかった。さらに、人工造林地でも天然林と同程度の遺伝的多様性が確認された。こ
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れらのことから、現在のところ、人為は本種の遺伝的多様性や集団内の遺伝構造に大きな影響を

及ぼしていないと推察された。一方、実生集団では、近距離における空間的遺伝構造が認められ

ること、成木集団に比べて対立遺伝子多様度は有意に低く、近交係数は有意に高い事が明らかに

なった。これらは、実生更新時に寄与した成木の偏りによるものと考えられ、ヤチダモ林分の更

新において、今後注意を払うべき点であると考えられた。 

第 5 章では、以上の結果を踏まえて、中国東北地方におけるヤチダモ林の管理を提案した。現

在の中国東北部におけるヤチダモについては、遺伝的な劣化はそれほど深刻ではないことが示さ

れた。したがって、遺伝的変異の保全上、本種のみに限った特別な保護対策は必要ないと考えら

れる。しかし、将来世代の遺伝的多様性の維持に対しては、景観内および世代間での遺伝的連結

性を維持するため、更新プロセスの維持や適切な森林施業が不可欠であると結論された。 

 

以上、本論文は、ヤチダモについて系統地理学的な観点からその特徴を明らかにし、さらに、

ランドスケールレベルでの遺伝的多様性の実態を明らかにし、それらに基づいて具体的な森林の

保全・管理方法を提案にしたものであり、学術上、応用上寄与するところが少なくない、よって

審査委員一同は本論文が博士（農学）の学位論文として価値あるものと認めた。 


